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Administrator
スタンプ



多様な放射性核種と薬剤の組み合わせ
診断と治療の一体化（セラノティクス）

量子科学技術を活用したがん診断・治療研究

α線
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固形がん（原発）

多発・微小がん

集中性の高い外部照射
高い生物学的効果（光子線の約3倍）
免疫機能温存

炭素

イオン

腫瘍

皮膚

深部

病巣で止まる
まっすぐ進む

攻撃力の強い放射性核種と、
小分子から抗体まで様々な
標的集中性の高い薬剤との
組み合わせによる治療

量子センサーや超偏極MRI
による超早期診断等

＋免疫療法等との併用

量子科学技術を活用した
新しい診断・治療法の開発

重粒子線治療
難治性固形がんに高い治療効果

核医学治療
微小・転移がんにも高い治療効果

量子生命技術
超早期診断

患者負担の少ない治療・診断法
によるQOLを維持した治療の実現
働きながらがんを治す！

健康長寿社会の実現へ

医療用等ラジオアイソトープ製造・利用推進アクションプラン
（原子力委員会 2022年5月）で取組の推進の提言

強いDNA損傷
＝高い生物学的効果



重粒子線がん治療の現状
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重粒子線がん治療の研究開発

20m

4

⇒ QST



核医学診断・治療（標的アイソトープ治療）の現状

64Cu
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WGI試作機 従来例 WGI



核医学治療（標的アイソトープ治療）の研究開発

β核種177Lu標識PSMAに
よる転移性前立腺癌の治療

トレーラーハウス型
RI治療施設の医療法承
認を目指した研究開発
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α核種225Ac標識PSMAに
よる転移性前立腺癌の治療

数年以内の国内導入が期待

特別措置病室利用の拡大
に向けた医療法関連規制
研究（厚労省班研究）



量子技術を用いたがん診断の研究開発
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☑ 深部がんの超早期代謝診断
☑ 治療の早期効果判定



●固形がんに対する重粒子線治療と、多発・微小がんに対する核医学治療は、難治が

んにも効果的であるだけでなく、副作用が少なく、短期間かつ働きながらの外来での治
療、早期の社会復帰も可能な治療法である。身体の負担も小さく、二次がんの可能性
も低く、高齢者・AYA世代にも適用できる治療法といえる。

●この長所をさらに活かすため、重粒子線治療では、治療の短期化を進めるとともに、

複数イオン照射・マイクロビーム照射などの新技術の開発を進めている。核医学治療で
はアイソトープと新たなドラッグデリバリーシステムとの組合せに加え、アクチニウムな
どのα線放出核、さらにオージェ電子放出核を用いた治療薬開発を進めている。

●一方で、重粒子線治療装置の小型化・低コスト化や、核医学治療におけるアイソトープ

利用の規制緩和が、これらの治療法普及に必須となっている。そのために、我が国独
自の科学技術を集めた分野横断的な研究を推進すると共に、普及展開に向けた制度・
体制の整備が重要と考えている。

●さらに、量子センサ、量子コンピュータ、量子通信・暗号等の「量子技術」は、世界的に

急速な発展しており、政府は社会・経済に革新をもたらす重点技術に位置付けている。
特に量子センサのうち「生体ナノ量子センサ」や「超偏極MRI」技術は、がん診断のブレ
イクスルーにつながる可能性があり、長期的視点に立って、研究開発を推進している。

患者に優しい新規医療技術開発に向けて
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